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パーソナリティと宗教 
 

―5因子モデル（FFM)から― 

藤島 寛 

（甲南女子大学人間科学部） 



FFMの5因子 

 Extraversion   外向性（E）  

 Agreeableness  調和性（A) 

 Conscientiousness 誠実性（C) 

 Neuroticism   神経症傾向（N) 

 Openness   開放性（O） 

Costa & McCrae
（1992） 



FFMと宗教性・霊性との関係 

宗教性（Religiosity） 

  E .13、A .22、C .18、N 無相関、O -.05 

成熟した宗教と霊性（Open, mature religion 
and spirituality） 

  E .16、A .18、C .16、N -.11、O .24  

宗教的原理主義（Religious Fundamentalism） 

  E .09、A .13、C .09 、N-.12 、O -.14 

世俗的宗教（Extrinsic religion） 

  E、A、C 無相関、N .11 、O -.09 

V. Saroglou
（2002） 



FFMからみた宗教・霊性次元 

パーソナリティと宗教・霊性次元の相関関係 

 

相関が弱い（r < .30) 
 

Saroglou（2002）, Piedmont（2005）  

 



FFMと宗教・霊性次元との関係 
からの示唆 ① 

 

FFMの5因子 

生物学的基盤に基づいた因子 
 

ＶＳ 
 

   状況的因子     傾性的第6因子 

 宗教的コーピング  霊的超越性尺度 
  Pargament et al., 2000           Piedmont（1999）  



宗教的コーピング 

COPE (Carver, et al, 1989 )における 

「宗教への志向（Turning to Religion）」
尺度  

 

E 無相関、A .16 、C, N 無相関、O -.19 
Watson ＆ Hubbard

（1996）  

FFMのN因子 

情動焦点コーピングと正の相関 

問題焦点コーピングと負の相関 
Carver, Scheier, & Weintraub (1989), Scheier, Carver, & Bridges 
(1994） 



宗教的因子のFFMからの独立性 

霊的超越性尺度 
（spiritual transcendence） 

 

FFMの5因子とジョイント因子分析 

第6因子として抽出 

Piedmont
（1999）  

生物的基盤の検討 

universalな因子、indigenousな因子 
McCrae (1999),  藤島 (2006)  



FFMと宗教・霊性次元との関係 
からの示唆 ② 

 

FFMの5因子 

生物学的基盤に基づいた因子 

 

 性格的適応    人生の物語  

 phenotype    integrative life stories 

 コーピング           回心 



宗教性を含む人生観尺度作成の試み 
(藤島, 2002, 2003) 

 

Moberg (1984) 
Subjective measures of spiritual well-being 

 

金児暁嗣 (1991) 

現代における非合理性の復権と家族の宗教観 
 

藤島寛 (2002, 2003) 

6因子46項目 

主観的幸福感・西洋的宗教観・人間中心主義 

日本的信仰・利己的満足感・感覚的一体感 



宗教性を含む人生観尺度作成の試み 
(藤島, 2002, 2003) 
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人生観尺度 (藤島, 2002, 2003) 



人生観尺度 (藤島, 2002, 2003) 


